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１　

本
学
の
概
要

本
学
は
１
９
０
３
年
、
当
時
の
東
京
市
浅

草
区
に
東
京
商
工
学
校
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
技
術
や
商
い
は
丁
稚
奉
公
で
学
ぶ
と
い

う
時
代
に
、
近
代
的
な
学
校
教
育
で
現
場
の

技
術
者
、
指
導
者
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
誕
生
し
た
学
校
で
す
。
そ
の
後
、
埼
玉

県
に
移
転
し
、
高
専
制
度
発
足
の
１
９
６
２

年
に
聖
橋
工
業
高
等
専
門
学
校
と
な
り
、

１
９
７
６
年
に
４
年
制
大
学
化
を
果
た
し
ま

し
た
。
な
お
、
本
学
は
東
京
都
文
京
区
の
浄

土
宗
寺
院
を
経
営
母
体
と
す
る
、
日
本
で
唯

一
の
仏
教
系
工
業
大
学
で
も
あ
り
、「
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
の
融
合
と
調

和
」と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
工
学
部
に
機
械
工
学
科（
機
械

工
学
専
攻
、ロ
ボ
ッ
ト・ス
マ
ー
ト
機
械
専
攻
）、

生
命
環
境
化
学
科（
バ
イ
オ・環
境
科
学
専
攻
、

応
用
化
学
専
攻
）、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科（
Ｉ

Ｔ
専
攻
、
Ａ
Ｉ
専
攻
、
電
気
電
子
専
攻
）、
人

間
社
会
学
部
に
情
報
社
会
学
科（
経
営
シ
ス

テ
ム
専
攻
、
メ
デ
ィ
ア
文
化
専
攻
）、
心
理
学

科（
臨
床
心
理
専
攻
、
ビ
ジ
ネ
ス
心
理
専
攻
）

の
２
学
部
５
学
科
11
専
攻
を
擁
し
ま
す
。

近
年
最
も
注
目
を
集
め
て
い
る
研
究
は
、

自
動
運
転
技
術
で
、
す
で
に
国
内
各
地
で
試

験
走
行
を
重
ね
、
大
学
と
最
寄
り
駅
の
間
を

走
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
大
型
自
動
運
転

バ
ス
の
公
道
走
行
も
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ

の
研
究
は
、
日
本
で
唯
一
の
Ａ
Ｉ
専
攻
の
研

究
者
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

２�　

就
職
実
績

本
学
に
入
学
す
る
学
生
の
中
に
は
、
研
究

や
学
生
生
活
の
充
実
を
求
め
る
と
同
時
に
、

就
職
の
強
さ
に
ひ
か
れ
て
入
学
す
る
学
生
も

多
く
存
在
し
ま
す
。
大
学
院
進
学
希
望
者
等

を
除
く
就
職
希
望
者
に
占
め
る
就
職
率
は
６

年
連
続
で
98
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
の
就

職
先
の
多
く
は
、
製
造
業
の
集
積
地
北
関
東

を
中
心
と
す
る
地
元
の
有
力
企
業
で
す
。
ま

た
、
大
学
通
信
社
が
集
計・発
表
す
る
有
名
企

業
へ
の
就
職
率
も
２
０
２
１
年
か
ら
３
年
連

続
で
国
内
全
大
学
中
ベ
ス
ト
１
０
０
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、
国
内
外
の
有
力
企
業

へ
も
毎
年
多
く
の
学
生
が
就
職
し
て
い
ま
す
。

機
械
工
学
専
攻
の
学
生
は
重
工
業
の
企
業
、

完
成
車
メ
ー
カ
ー
、
精
密
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど

へ
、
応
用
化
学
専
攻
の
学
生
は
総
合
化
学
メ
ー

カ
ー
や
食
品
メ
ー
カ
ー
へ
、
電
気
電
子
専
攻
の

学
生
は
重
電
、
家
電
の
各
メ
ー
カ
ー
な
ど
へ

と
専
門
分
野
の
業
界
に
就
職
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
近
年
、
多
く
の
企
業
が
業
務
の

Ｉ
Ｔ
化
を
目
指
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
専
攻
、
Ａ
Ｉ

専
攻
、
経
営
シ
ス
テ
ム
専
攻
の
学
生
は
業
界

を
問
わ
ず
様
々
な
企
業
に
就
職
し
て
い
ま
す
。

３　

キ
ャ
リ
ア
教
育

本
学
で
は
制
度
上
、
工
学
部
の
生
命
環
境

化
学
科
と
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
の
学
生
は

１
、３
年
次
に
キ
ャ
リ
ア
科
目
を
必
修
で
受

講
し
ま
す
。
ま
た
、
機
械
工
学
科
の
学
生
は

１
年
次
に
選
択
で
、
３
年
次
は
必
修
で
履
修

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
間
社
会
学
部
の
情
報

社
会
学
科
、
心
理
学
科
の
学
生
は
２
、３
年

次
に
選
択
で
履
修
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
実

態
と
し
て
は
全
学
科
の
多
く
の
学
生
が
、１
、

２
年
次
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
基
礎
科

目
を
、
３
年
次
に
応
用
科
目
を
履
修
し
て
お

り
、
早
い
段
階
か
ら
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
学
の
３
年
生
を
対
象
と
し
て

後
期
に
開
講
し
て
い
る
選
択
の
キ
ャ
リ
ア
科

目
に
は
、
大
手
企
業
へ
の
就
職
を
本
気
で
目

指
す
学
生
が
集
ま
り
、
熱
心
に
講
義
を
履
修

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
講
義
は
す
べ
て
、

民
間
企
業
出
身
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

専
任
教
員
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

４　

就
職
支
援
体
制

本
学
で
は
、
就
職
課
の
職
員
が
学
科
担
当

制
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
の
学
生
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
学
年
５
０
０
人
程
度
の
小
規
模

大
学
で
あ
る
強
み
を
生
か
し
て
、
職
員
は
担

当
学
科
の
学
生
の
全
員
面
談
も
実
施
し
て
お

り
、
職
員
と
学
生
の
間
で
顔
の
見
え
る
関
係

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
学
部
各
学
科
と
大
学

院
各
専
攻
の
就
職
担
当
教
員
が
集
ま
っ
て
就

職
委
員
会
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
の
就
職
担

当
教
員
と
就
職
課
の
学
科
担
当
職
員
が
協
力

し
て
、学
生
の
就
職
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
相
談
に
乗
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
も
複
数
常
駐
し
て
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
方
々
は
学
生
に
と
っ
て
は
頼
り
に
な

る
相
談
相
手
で
、
面
談
の
予
約
枠
は
勢
い
よ

く
埋
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
教
員

は
、
２
０
１
２
年
の
セ
ン
タ
ー
発
足
以
来
、

国
内
外
の
大
手
有
力
企
業
へ
の
就
職
を
目
指

す
全
学
科
の
学
生
を
対
象
に
個
別
指
導
を

行
っ
て
お
り
、
年
々
大
手
企
業
へ
の
就
職
者

数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
創
立
１
２
０
年
の
歴
史
を
も
つ

本
学
の
卒
業
生
の
働
き
ぶ
り
は
多
く
の
企
業

様
か
ら
ご
評
価
い
た
だ
い
て
お
り
、
地
元
企

業
、グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
採
用
担
当
者
様
が
、

毎
年
本
学
の
学
生
の
採
用
に
お
力
添
え
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
卒
業
生
の
方
々
も
、

経
営
幹
部
と
し
て
ま
た
は
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と

し
て
頻
繁
に
大
学
に
お
見
え
に
な
り
、
学
生

た
ち
に
ご
助
言
を
く
だ
さ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
就
職
課
職
員
、
学
科
の
就
職
担

当
教
員
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
教
員
と
、
卒
業
研
究

を
担
当
す
る
各
学
科
の
教
員
が
連
携
し
て
学

内
で
学
生
の
就
職
活
動
を
強
力
に
支
援
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
卒
業
生
や
採
用
企

業
の
皆
様
に
も
学
外
か
ら
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
が
、「
就
職
に
強
い

埼
玉
工
業
大
学
」と
い
う
評
価
と
な
っ
て
学

生
募
集
を
下
支
え
し
て
い
ま
す
。

就職に強い埼玉工業大学


